２０１２．７「エマの童話集」♪♪紹介ブログ

小牛は四本の足に、スリッパをはきました！！
――――小牛は四本の足にスリッパをはきました。でも、スリッパが抜けそうで、ちっとも歩けません。
ここで、聞いていた子供たちは笑い出します。これは、
「のぼってきた足おと」のひとこまです。

エマの童話集の登録が完了しました。どうして、こんなに、島さち子は子供の頃の気持ちを持ち続けていられるのか？　子供の動作の一つ一つが飛びはねています。

タロは、つめたい空気の、ずっと下のほうから、ちかづいてくる足音に、耳をすましました。トトトト、トン、トトトト、トン。ドドドド、ドドドド。タン、タン。どれも、牛乳やさんの足音です。

このリズム感が、びっくりするような、最後を運んできます。
「ゲタはいた！！」では、おばあちゃんから、ゲタを買ってもらい、嬉しくて嬉しくてしかたのない幼児心理が鮮やかに描かれています。

――――生まれてはじめて、ゲタをはいたタロは、嬉しくて、
「ゲタはいた！　ゲタはいた！！」
といいながら外にでます。

「ウフフ、ゲタはいた！！」
足の指の間が少し重いみたいですが、足はピョンピョン飛び跳ねました。
タロがふしをつけて歌っても誰も振り返りません。

タロは大きな声でいって、ちょっと片足を上げてみせました。女の子は目を丸くしてタロとゲタを見ました。タロは嬉しくなって、
「うふふ、ゲタはいた、うふふ、ゲタはいた！」

といって、ピョンピョン歩いていきます。タロには、振向かなくても、タロのうしろから、子供たちがついてくるのがわかりました――――
わたしにもそんなことがあったような、そんな気がするから不思議です。

――――「あーした、天気になーれ！！」クツやサンダルが空いっぱいに飛び上がります。それは、タロのゲタを先頭にして、おうちに帰る小鳥のむれみたいでした――――

「草藪の秘密」では、足元で動いていた虫が、ランちゃんの靴に触れて、コロコロ、玉になりました、の、最後の一行がこの何気ない作品を、しめています。

「やさしい王様」は是非お読みになってください。できることなら、絵をつけて出版したいと、思ってしまいます。黄金のかたつむりの王様と、少年の冒険物語ですが、見たことも、聞いたことも、読んだこともないと、おもわせます。童話でありながら、童話の域を遥かに、こえているような、そんな、不思議な魅力的な作品です。


――――――――２０１０．９．９――――ｐｍ１．００―――エンマ

足跡はまるで友達みたいに、ネモちゃんと並んで歩き始めました！！
よく見ると、はだしの足跡みたいです。
ネモちゃんが走ると、走り、止まると止まりました。

「足跡さん、どっちにいくの？」
ネモちゃんは聞いてみました。

すると足跡は、一歩、二歩、ネモちゃんの前に出ました。
足跡さんの行く方に行って見ようかな。ネモちゃんは思いました。

そのとき、誰かが、後ろからネモちゃんの肩を、
「とん、とん、とん」
と、たたきました。

ネモちゃんはびっくりして振向きました。
誰もいません。

「わかった！　コラコラくんでしょう？　わたしをぶって何処に隠れてしまったの？」

でも、コラコラくんは見えません。ネモちゃんは考えました。
コラコラくんだったらもっともっと強くたたきます。

ネモちゃんが変な気持ちになって辺りを見回すと、何時のまにか見たことのない町にきていました――――――

これは、島さち子作、エマの童話集に収められている、「ネモちゃん」のご紹介です。
「大丈夫、ここはＵＦОエリアさ！　‥‥おーい、地球人がびっくりしているぞ。木に化ける練習は中止だ！」

誰かの声がしました。足跡が宇宙人だったなんてびっくりです。ネモちゃんとコラコラくんに向かって、レザー光線みたいな、色んな光がパッパッときています。

これから、ネモちゃんとコラコラくんはどうなるのでしよう？

そっと、教えましょうか。二人は変身するんですよ。楽しくて考えさせられる冒険の旅です。

あなたもご一緒に旅にでませんか！！


２０１０．１１．１２――――Ａｍ８．００―――エンマ

ぴっかぴっかの、黄金の御殿だなんて、本当に、あったのかな？　あったとしたら、王さまの、夢のなかさ！！
ポワンは思いました。
「あっ！　光ってる！」お兄ちゃんのアワンが叫びました。アワンの指さした、水のしずくが光っています。

アワンが、かがみ込んで、しずくのたまっている石の上を、ごしごしこすりはじめました。
大きな石が、ぐらぐら動きました。

「くすぐったいよ！　やめてくれ！」
王さまがヒメイをあげたのです。アワンはかまわずに、こすりつづけています。
ピカリ！！　そのとき、石が光ったんです・

「見ろ！　この石が、金なんだ！　ポワン、これこそ、かたつむりの王さまの宮殿、黄金ごてんだよ！！　これがかたつむりのカラなんだ！！
　やったー！！」

お兄ちゃんのアワンはこうふんして飛び上がりました。
「おれたちで、ぴっかぴっかに、みがいてあげようよ！！　ほら、みがいたところは、すっごくきれい！　王さまのごてんにまちがいないさ！！」

ポワンも、お兄ちゃんにならって、みがきはじめました。そのとき、王さまが顔をあげました。
「待て、待ってくれ！　おぬしらは知らんじゃろうが、もともと、かたつむりのカラというもんは、よごれないものなんじゃ。細かいへこみが全面にあ

ってのう、どんなときでも、わしらはきれいなカイガラを背負って生きてきたんじゃ。それが、わしら、かたつむりぞくのホコリじゃった！！　わかってきたぞ、わしのごてんが見えないわけが！！

わしがこうして、ごてんにすんでいるということは、わしのごてんはあるということじゃ。じゃが、見えない！　それには、わけがあったんじゃ、わしは、

思い出した！　だが、まだ、すべてを思い出したわけじゃない。もう、しばらく静かにしておいてくれまいかの！」
「いいですよ、王さま！」――――

ポワンとアワンは、日照りで枯れてしまった、芝生のうえに腰をおろし、王さまが思い出すまで、静かに待つことにしました。
これはエマの童話集に収められている、「やさしい王さま」の幕開きです。

アワンが、ポワンのみがいたごてんの上から、バケツをかたむけて、井戸水を流しますと、よごれたコケがうずまきながら、ながれ落ちていきました。

日の光が、アジサイの葉っぱのあいだを通って、金色のごてんにちりばめられた、宝石の上で、十字になってかがやきました。
ルビーの赤、エメラルドのみどりが、金色と、にあっているなとポワンは思いました。

「かたつむりの王さまは、こんなに、美しいごてんに、すんでいたのか！！」アワンがため息をついています。

やがて、ポワンは王さまをリュックサックにいれて、このごてんを引きつぐべき、王子をさがす、奇想天外な旅にでることになるのです。

ポワンのふく、鼻ぶえは、町のなかにも、かたつむりのごてんのなかにも流れていきます。旅ははじまったばかり。
あなたにも、ポワンの鼻ぶえが聞こえて来ませんか？


２０１０．１１．２０―――Ａｍ８．３０―――エンマ

